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対話型ＡＩ利用 中学生４３％ 

 対話型の生成人工知能（ＡＩ） ① 利用している高校生は７３．７％ ② 上り、中学生では４

３．２％、小学生でも３６．６％になることが、学研教育総合研究所の調査で分かりました。小中

高生いずれも主な利用目的は情報収集 ③ 勉強の補助でした。昨年１１月にインターネット調査

を行い、小１から高３まで ④ 各学年の男女１００人ずつ計２４００人が回答しました。生成Ａ

Ｉを利用する小中高生に自身の「考える力」についても聞きました。小中学生は考える力が 

「強くなった」と答えた人が「弱くなった」より多

くいました ⑤ 、高校生は「弱くなった」の方が多

くいました。いずれも「特に変化を感じない」が最

も多く、小学生４２．１％、中学生４９．８％、高

校生４２．１％でした。専門家は「生成ＡＩの利用

が深い学びにつながるかを意識すべきだ。リテラシ

ーを育み、子どもが思考力のサポート役として使え

るようにするのが重要だ」と指摘しています。 
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問題1 記事の①～⑤に入る助詞を答えてください。（「は」は使いません） 

 

    ① （    ）   ② （    ）   ③ （    ）   ④ （    ）   ⑤ （    ） 

 

  

問題2 次のAと B の文が表す内容は同じか。「同じである」「異なる」のうちから選びましょう。 

 

   Ａ 生成ＡＩを利用する小中高生に自身の「考える力」についても聞きました。小中学生は 

     考える力が「強くなった」と答えた人が「弱くなった」より多くいましたが、高校生は 

     「弱くなった」の方が多くいました。いずれも「特に変化を感じない」が最も多く、 

     小学生４２．１％、中学生４９．８％、高校生４２．１％でした。 

 

   Ｂ 中学生は、自身の「考える力」が強くなったと感じている。 

 

 

    「同じである」  「異なる」 

 


